
 

 

［成果情報名］暖地二期作バレイショ栽培の秋作期間での植栽に適したインセクタリープラント 

［要約］暖地二期作バレイショ栽培の秋作期間での植栽に適したインセクタリープラント

は、生育が良好でバレイショ害虫の発生が少なく、土着天敵の発生が多いバーベナ「タピ

アン」およびソバである。 
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［背景・ねらい］ 

バレイショ栽培では、病害虫の発生および被害防止のため化学農薬の散布が必須となっ

ている。しかし、近年、環境保全型農業への意識向上およびニーズ増加のため、インセク

タリープラントを活用した環境保全型害虫管理技術の開発に取り組んでいる。そこで、暖

地二期作バレイショ栽培の秋作期間での植栽に適した植物の中からバーベナ「タピアン」

（以下 タピアン）、ソバ「信州ソバ」（以下 ソバ）、マリーゴールド「グランドコン

トロール」「ディスコオレンジ」「ボナンザイエロー」、スイートアリッサム、ソルゴー

「やわらか矮性ソルゴー」（以下 ソルゴー）を植栽し、バレイショ害虫の土着天敵を定

着・温存させる効果が高いインセクタリープラントを明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．暖地二期作バレイショ栽培の秋作期間中に供試植物を栽培すると、スイートアリッサ

ムは植付後の高温乾燥により生育が不良となるが、その他の植物はいずれも生育が良好

であり、管理も容易である（データ省略）。 

 

２．発生した土着天敵の種類および発生量が多い植物はタピアン、ソバ、マリーゴールド

である（図）。また、マリーゴールドは３品種とも同様の傾向である（データ省略）。  

 

３．発生が多い土着天敵は、茎葉上に生息する種類ではショクガタマバエ、ヒメハナカメ

ムシ類、クモ類の順で、地上徘徊性の種類ではオサムシ類、ハサミムシ類、クモ類の順

である（図）。  

 

４．スイートアリッサムには、食葉性のカブラハバチおよびキスジノミハムシ、吸汁性の

ヒメナガメなど害虫が多発生し、加害を受けて株全体が枯死する（図）。またマリーゴ

ールドには、供試した全ての種でバレイショの害虫であるオオタバコガの成虫が花に多

数飛来し、幼虫が発生する（データ省略）。  

 

 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本情報は、バレイショの秋作期間に合わせてインセクタリープラントを９月上～中旬

に播種および定植して得られた結果であり、他の時期の植栽では植物の生育状況や害虫

および天敵の発生種および発生量が異なる場合がある。 
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［具体的データ］ 
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予算区分：県単 
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図 インセクタリープラントで発生する害虫および土着天敵の発生種と発生量 

 

１）耕種概要 
＜2015 年＞ﾀﾋﾟｱﾝ、ｿﾊﾞ、ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ「ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ」「ﾃﾞｨｽｺｵﾚﾝｼﾞ」、ｽｲｰﾄｱﾘｯｻﾑの 5 種植物を１圃場に植栽(ﾀﾋﾟｱﾝは 9 月 4 日に定
植、その他の植物は 9 月 8 日に播種) 
＜2016 年＞ﾀﾋﾟｱﾝ、ｿﾊﾞ、ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ「ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ」「ﾎﾞﾅﾝｻﾞｲｴﾛｰ」の 4 種植物を 2 圃場、ｿﾙｺﾞｰを 1 圃場に植栽（ﾀﾋﾟｱﾝは 9 月 2 日
に定植、その他の植物は 9 月 13 日に播種)  
※両年の全区とも 4 ㎡（2m×2m）3 反復とし、無農薬で管理 

２）調査期間  
＜2015 年＞見取り調査・ﾋﾟｯﾄﾌｫｰﾙﾄﾗｯﾌﾟ調査：10 月上旬～12 月上旬、黄色粘着ﾄﾗｯﾌﾟ調査：10 月中旬～12 月上旬 
＜2016 年＞見取り調査・黄色粘着ﾄﾗｯﾌﾟ調査・ﾋﾟｯﾄﾌｫｰﾙﾄﾗｯﾌﾟ調査：9 月下旬～12 月上旬 

注） 発生量は調査期間中の累積頭数  ｱﾌﾞﾗﾑｼ類、ﾃﾝﾄｳﾑｼ類、ｸﾓ類（茎葉上）は各区中央部 100 複葉（ｿﾙｺﾞｰのみ 100 葉）の生息
数、ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ、ﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼは各区中央部 50cm×50cm 内の茎葉・花における生息数を 10 日間隔で見取り調査、ｱﾌﾞﾗﾊﾞﾁ類、ﾋﾗﾀｱ
ﾌﾞ類、ｼｮｸｶﾞﾀﾏﾊﾞｴは黄色粘着板（10cm×10cm×2 面）、ｵｻﾑｼ類、ﾊｻﾐﾑｼ類、ｸﾓ類（地上）はﾋﾟｯﾄﾌｫｰﾙﾄﾗｯﾌﾟの捕獲数を 10 日間隔
で調査  ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞは 2 品種の平均値、2016 年は 2 圃場の平均値 
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ｽｲｰﾄｱﾘｯｻﾑ（害虫の被害） 

ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞの生育状況 

ソルゴーの生育状況 

ソバの生育状況 

タピアンの生育状況 
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